
P２．火災予防特集　～あなたの行動で火災は防げます～
P３．防災展、火災予防ふれあいコンサートを開催
P３．イイテンケンの日キャンペーン
P３．加茂出張所新築移転
P４．2025年版消防白書
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逃げ遅れを防ぐカギは住宅用火災警報器
　住宅火災では、火災に気付く遅れが被害を大きくする要
因となります。特に就寝時は煙を察知しにくく、避難が遅
れる危険があります。住宅用火災警報器は、煙や熱を早期
に感知し、警報音でいち早く知らせることで初期対応と避
難行動を助ける大切な装置です。適切に作動させるため、
定期的な点検と設置から１０年を目安とした
交換を行いましょう。
◎津山圏域管内令和７年調査結果
　設　置　率　８５．６％（全国８４．９％）
　条例適合率　６４．７％（全国６５．８％）
※条例適合率とは、設置義務対象部分すべてに設置されている割合

　出動原因で急病は毎年１位となっています。急病の中で
「呼吸器系」疾患が最も多く、その中で「高齢者」が最も
多く救急搬送されています。呼吸器疾患により救急搬送さ
れた高齢者のうち、約８割が入院に至っています。インフ
ルエンザなどの感染症を防ぐためにも、マスクの着用等に
よる予防対策が重要です。

　地震後の火災の多くは停電復旧時に起こる通電
火災が原因だと言われています。この通電火災を
防止するために有効なのは「○○ブレーカー」

❶漏電　❷感電　❸地震　❹感震　❺関心

官製はがきはクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号をご記入の上、下記
宛てに応募してください。二次元コードの通信料は応募者の負担になります。
ご提供いただいた個人情報は、抽選のみに使用します。正解され
た方には抽選で記念品を差し上げます。なお、発表は記念品の
発送をもってかえさせていただきます。
〒708-0822　津山市林田95
津山圏域消防組合 予防課 消防クイズ係宛

　中国地区消防救助技術指導会
を見事勝ち抜いた小原選手が、
兵庫県三木市で開催された全国
大会に出場し、全国各地の強豪
選手を相手に、優秀な成績を収
めました。（２０２５.８.３０）

ロープブリッジ渡過
　小原　勇二（柵原出張所）

　近年の傾向として住居閉じ込め等の事案が増加しています。
体調に不安がある時は携帯電話を近くに置いておくなどの
対応が望ましいです。次に多いのが交通事故です。事故の
原因としてはヒューマンエラーがほとんどです。お出かけの
際には時間に余裕を持ち行動するように心がけてください。

令和６年度における情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況
○情報公開制度の運用状況

　当組合では、災害時の情報収集や救助活動に活用するた
め、消防活動用ドローンを運用しています。現在３機を保
有し、「中央消防署」「東消防署」「西消防署」にそれぞ
れ配備しています。
　ドローンは上空約１５０ｍまで上昇でき、上空からの状
況把握や、人が立ち入れない場所での
安全な情報収集が可能です。
　運用は操縦者・指揮者・補助者の３
名１組で行い、現在２７名の操縦士
（うち女性１名）が従事しています。



火
入
れ
・
野
焼
き
に
注
意
！

　

当
組
合
管
内
で
は
、
火
災
の
約
３
割
が
火
入
れ
（
野

焼
き
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
「
少
し
だ
け
だ
か
ら
…
」

「
い
つ
も
や
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
油
断

が
、
思
わ
ぬ
延
焼
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
入

れ
は
一
度
火
が
広
が
る
と
人
の
力
で
は
制
御
が
難
し

く
、
風
向
き
や
地
形
に
よ
っ
て
は
瞬
時
に
燃
え
広
が
る

大
変
危
険
な
行
為
で
す
。

〈
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
〉

・
風
の
強
い
日
、
乾
燥
し
た
日
は
絶
対
に
行
わ
な
い

・
周
囲
の
枯
れ
草
を
除
去
し
、
消
火
用
水
を
準
備
す
る

・
一
度
に
多
量
の
焼
却
は
行
わ
な
い

・
火
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
完
全
に
消
火

す
る
ま
で
現
場
に
残
る

・
火
入
れ
を
す
る
前
日
ま
で
に
最
寄
り

の
消
防
署
へ
届
出
を
行
う

※
火
入
れ
後
の
「
く
す
ぶ
り
」
が
原
因
で
、
数
時
間
後
に

再
び
延
焼
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
十
分
な
散

水
と
余
熱
の
確
認
を
行
い
、
わ
ず
か
な
煙
で
も
軽
視
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
７
年
11
月
９
日
㈰
、
正
午
か
ら

津
山
市
新
魚
町
、
ア
ル
ネ
津
山
７
階
、

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
に
お
い
て
、
津
山

市
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
、
津
山
圏
域

消
防
組
合
共
同
開
催
の
「
消
防
・
防
災

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
、
防
火

衣
の
試
着
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
２
時
か
ら
「
津
山
消
防
音
楽
隊　

２
０

２
５
火
災
予
防
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
あ
り
、
今
年

で
17
回
目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
地
域
の
皆
様

に
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
当
組
合
の
活
動
の
様
子
や
演
奏
曲
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
映
像
を
投
影
し
な
が
ら
、
音
楽
隊
に
よ
る
迫

力
あ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
腹
話
術
で
の

防
火
啓
発
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
み
な
が
ら
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
「
楽
し
く
学
べ
た
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
改
め
て
防
火
、
防
災
の
大
切
さ

を
伝
え
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
火
災
が
増
え
て
い
ま
す

（
ス
マ
ホ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
等
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
火
災
が
、

全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

劣
化
や
落
下
衝
撃
、
充
電
中
の
高
温
状
態
な
ど
が
引
き

金
と
な
り
、
突
然
発
火
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

〈
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
危
険
〉

・
本
体
が
異
常
に
熱
く
な
る

・
膨
ら
ん
で
変
形
し
て
い
る

・
焦
げ
た
よ
う
な
臭
い
が
す
る

・
煙
が
出
る

・
パ
チ
パ
チ
音
が
す
る

〈
発
火
時
の
対
応
〉

　

絶
対
に
無
理
を
せ
ず
避
難
を
最
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

発
火
直
後
は
煙
や
火
花
が
激
し
く
危
険
で
す
。
火
や
煙
が

収
ま
り
、
近
づ
け
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

・
大
量
の
水
を
か
け
て
冷
却
す
る

・
小
型
製
品
は
、
水
を
張
っ
た
容
器
に
沈
め
て
冷
却
す
る

※
危
険
を
感
じ
た
ら
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
通
電
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
、
地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
て
自

動
的
に
電
気
を
遮
断
し
、
停
電
復
旧
時
に
損
傷
し
た
配
線

な
ど
へ
電
気
が
流
れ
込
む
こ
と
で
発
生
す
る
「
通
電
火

災
」
を
防
ぐ
装
置
で
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
、
分
電
盤
に
取
り
付
け
る
タ

イ
プ
と
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
す
簡
易
タ
イ
プ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

〈
こ
ん
な
場
合
に
役
に
立
ち
ま
す
〉

・
夜
間
に
地
震
が
起
き
て
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

・
高
齢
者
や
子
ど
も
だ
け
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
に
行
け

な
い
と
き

・
留
守
中
に
地
震
が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
き

・
家
電
が
多
い
家
庭
や
、
配
線
が
古
い
建
物
の
場
合

※
地
震
後
の
火
災
は
、
避
難
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
延
焼
拡
大
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
の
防
火
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
設
置
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
・
防
災
展　

津
山
消
防
音
楽
隊

火
災
予
防
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

 

令
和
７
年
11
月
10
日
㈪
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前
（
岡
山
市
北

区
駅
元
町
）
に
お
い
て
、
岡
山
県
下
14
消
防
本
部
が
合
同

で
「
11
月
10
日
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
イ
イ
テ
ン
ケ
ン

の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
な
る
街
頭
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
、
機
器
の
故
障
や
電
池
切
れ
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
日
頃
か

ら
点
検
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和

４
年
か
ら
毎
年
、
県
下
消
防
本
部
が
合
同
で
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
県
内
14
消
防
本
部
の
職
員
が
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前

に
集
ま
り
、
各
消
防
本
部
の
防
火
衣
を
着
用
し
て
通
行
者

へ
点
検
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
津
山
圏
域
消
防

組
合
か
ら
も
職
員
が
参
加
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適

切
な
点
検
と
交
換
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
防
火
の
大
切
さ
が
伝
わ
る

よ
う
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
効
果
的
な
広
報

活
動
を
進
め
、
火
災

に
よ
る
死
者
の
減
少

に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

岡
山
県
下
14
消
防
本
部
が
合
同
で

街
頭
啓
発
を
実
施

～
﹁
11
月
10
日
は
イ
イ
テ
ン
ケ
ン
の
日
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

　

昭
和
49
年
に
建
設
さ
れ

た
「
加
茂
出
張
所
」
は
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
安

全
を
守
る
拠
点
と
し
て
活

躍
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、
建
替

え
・
移
転
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
庁

舎
で
は
、
よ
り
大
き
な
車

両
に
も
対
応
で
き
る
設
備

を
備
え
、
災
害
や
緊
急
時

に
も
迅
速
な
活
動
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
暮

ら
し
の
安
全
と
安
心
を
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か

り
と
支
え
て
ま
い
り
ま

す
。
移
転
時
期
は
令
和
８

年
３
月
下
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

【
新
庁
舎
の
特
徴
】

・
出
動
ま
で
の
時
間
を
短
縮
す
る
予
告
指
令
に
連
動
し
た

車
庫
オ
ー
バ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

・
傷
病
者
（
患
者
）
及
び
職
員
の
衛
生
を
保
持
す
る
た
め

の
救
急
消
毒
室

・
災
害
指
令
を
受
令
し
な
が
ら
防
火
衣
等
の
着
装
を
可
能

と
し
た
出
動
準
備
室

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
型
の
仮
眠
室

・
女
性
職
員
が
勤
務
可
能
と
な
る
専
用
施
設
（
浴
室
、
ト

イ
レ
、
仮
眠
室
）
な
ど

加
茂
出
張
所
が
新
築
移
転

～
あ
な
た
の
行
動
で
火
災
は
防
げ
ま
す
～

リチウムイオン電池使用製品に
よる発火事故に注意しましょう
（消費者庁ウェブサイト）

火災とまぎらわしい煙 または
火炎を発すおそれのある行為の届出書
（津山圏域消防組合HP）

感震ブレーカー特集
（津山圏域消防組合HP）
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火
入
れ
・
野
焼
き
に
注
意
！

　

当
組
合
管
内
で
は
、
火
災
の
約
３
割
が
火
入
れ
（
野

焼
き
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
「
少
し
だ
け
だ
か
ら
…
」

「
い
つ
も
や
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
油
断

が
、
思
わ
ぬ
延
焼
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
入

れ
は
一
度
火
が
広
が
る
と
人
の
力
で
は
制
御
が
難
し

く
、
風
向
き
や
地
形
に
よ
っ
て
は
瞬
時
に
燃
え
広
が
る

大
変
危
険
な
行
為
で
す
。

〈
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
〉

・
風
の
強
い
日
、
乾
燥
し
た
日
は
絶
対
に
行
わ
な
い

・
周
囲
の
枯
れ
草
を
除
去
し
、
消
火
用
水
を
準
備
す
る

・
一
度
に
多
量
の
焼
却
は
行
わ
な
い

・
火
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
完
全
に
消
火

す
る
ま
で
現
場
に
残
る

・
火
入
れ
を
す
る
前
日
ま
で
に
最
寄
り

の
消
防
署
へ
届
出
を
行
う

※
火
入
れ
後
の
「
く
す
ぶ
り
」
が
原
因
で
、
数
時
間
後
に

再
び
延
焼
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
十
分
な
散

水
と
余
熱
の
確
認
を
行
い
、
わ
ず
か
な
煙
で
も
軽
視
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
７
年
11
月
９
日
㈰
、
正
午
か
ら

津
山
市
新
魚
町
、
ア
ル
ネ
津
山
７
階
、

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
に
お
い
て
、
津
山

市
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
、
津
山
圏
域

消
防
組
合
共
同
開
催
の
「
消
防
・
防
災

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
、
防
火

衣
の
試
着
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
２
時
か
ら
「
津
山
消
防
音
楽
隊　

２
０

２
５
火
災
予
防
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
あ
り
、
今
年

で
17
回
目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
地
域
の
皆
様

に
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
当
組
合
の
活
動
の
様
子
や
演
奏
曲
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
映
像
を
投
影
し
な
が
ら
、
音
楽
隊
に
よ
る
迫

力
あ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
腹
話
術
で
の

防
火
啓
発
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
み
な
が
ら
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
「
楽
し
く
学
べ
た
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
改
め
て
防
火
、
防
災
の
大
切
さ

を
伝
え
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
火
災
が
増
え
て
い
ま
す

（
ス
マ
ホ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
等
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
火
災
が
、

全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

劣
化
や
落
下
衝
撃
、
充
電
中
の
高
温
状
態
な
ど
が
引
き

金
と
な
り
、
突
然
発
火
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

〈
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
危
険
〉

・
本
体
が
異
常
に
熱
く
な
る

・
膨
ら
ん
で
変
形
し
て
い
る

・
焦
げ
た
よ
う
な
臭
い
が
す
る

・
煙
が
出
る

・
パ
チ
パ
チ
音
が
す
る

〈
発
火
時
の
対
応
〉

　

絶
対
に
無
理
を
せ
ず
避
難
を
最
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

発
火
直
後
は
煙
や
火
花
が
激
し
く
危
険
で
す
。
火
や
煙
が

収
ま
り
、
近
づ
け
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

・
大
量
の
水
を
か
け
て
冷
却
す
る

・
小
型
製
品
は
、
水
を
張
っ
た
容
器
に
沈
め
て
冷
却
す
る

※
危
険
を
感
じ
た
ら
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
通
電
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
、
地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
て
自

動
的
に
電
気
を
遮
断
し
、
停
電
復
旧
時
に
損
傷
し
た
配
線

な
ど
へ
電
気
が
流
れ
込
む
こ
と
で
発
生
す
る
「
通
電
火

災
」
を
防
ぐ
装
置
で
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
、
分
電
盤
に
取
り
付
け
る
タ

イ
プ
と
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
す
簡
易
タ
イ
プ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

〈
こ
ん
な
場
合
に
役
に
立
ち
ま
す
〉

・
夜
間
に
地
震
が
起
き
て
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

・
高
齢
者
や
子
ど
も
だ
け
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
に
行
け

な
い
と
き

・
留
守
中
に
地
震
が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
き

・
家
電
が
多
い
家
庭
や
、
配
線
が
古
い
建
物
の
場
合

※
地
震
後
の
火
災
は
、
避
難
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
延
焼
拡
大
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
の
防
火
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
設
置
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
・
防
災
展　

津
山
消
防
音
楽
隊

火
災
予
防
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

 

令
和
７
年
11
月
10
日
㈪
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前
（
岡
山
市
北

区
駅
元
町
）
に
お
い
て
、
岡
山
県
下
14
消
防
本
部
が
合
同

で
「
11
月
10
日
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
イ
イ
テ
ン
ケ
ン

の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
な
る
街
頭
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
、
機
器
の
故
障
や
電
池
切
れ
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
日
頃
か

ら
点
検
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和

４
年
か
ら
毎
年
、
県
下
消
防
本
部
が
合
同
で
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
県
内
14
消
防
本
部
の
職
員
が
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前

に
集
ま
り
、
各
消
防
本
部
の
防
火
衣
を
着
用
し
て
通
行
者

へ
点
検
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
津
山
圏
域
消
防

組
合
か
ら
も
職
員
が
参
加
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適

切
な
点
検
と
交
換
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
防
火
の
大
切
さ
が
伝
わ
る

よ
う
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
効
果
的
な
広
報

活
動
を
進
め
、
火
災

に
よ
る
死
者
の
減
少

に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

岡
山
県
下
14
消
防
本
部
が
合
同
で

街
頭
啓
発
を
実
施

～
﹁
11
月
10
日
は
イ
イ
テ
ン
ケ
ン
の
日
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

　

昭
和
49
年
に
建
設
さ
れ

た
「
加
茂
出
張
所
」
は
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
安

全
を
守
る
拠
点
と
し
て
活

躍
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、
建
替

え
・
移
転
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
庁

舎
で
は
、
よ
り
大
き
な
車

両
に
も
対
応
で
き
る
設
備

を
備
え
、
災
害
や
緊
急
時

に
も
迅
速
な
活
動
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
暮

ら
し
の
安
全
と
安
心
を
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か

り
と
支
え
て
ま
い
り
ま

す
。
移
転
時
期
は
令
和
８

年
３
月
下
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

【
新
庁
舎
の
特
徴
】

・
出
動
ま
で
の
時
間
を
短
縮
す
る
予
告
指
令
に
連
動
し
た

車
庫
オ
ー
バ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

・
傷
病
者
（
患
者
）
及
び
職
員
の
衛
生
を
保
持
す
る
た
め

の
救
急
消
毒
室

・
災
害
指
令
を
受
令
し
な
が
ら
防
火
衣
等
の
着
装
を
可
能

と
し
た
出
動
準
備
室

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
型
の
仮
眠
室

・
女
性
職
員
が
勤
務
可
能
と
な
る
専
用
施
設
（
浴
室
、
ト

イ
レ
、
仮
眠
室
）
な
ど

加
茂
出
張
所
が
新
築
移
転

～
あ
な
た
の
行
動
で
火
災
は
防
げ
ま
す
～

リチウムイオン電池使用製品に
よる発火事故に注意しましょう
（消費者庁ウェブサイト）

火災とまぎらわしい煙 または
火炎を発すおそれのある行為の届出書
（津山圏域消防組合HP）

感震ブレーカー特集
（津山圏域消防組合HP）

Guest
Rectangle



P２．火災予防特集　～あなたの行動で火災は防げます～
P３．防災展、火災予防ふれあいコンサートを開催
P３．イイテンケンの日キャンペーン
P３．加茂出張所新築移転
P４．2025年版消防白書

〈
編
集
・
発
行
〉
津
山
圏
域
消
防
組
合

津
山
圏
域
消
防
組
合

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

津
山
圏
域
消
防
組
合

公
式
Y
O
U
T
U
B
E

逃げ遅れを防ぐカギは住宅用火災警報器
　住宅火災では、火災に気付く遅れが被害を大きくする要
因となります。特に就寝時は煙を察知しにくく、避難が遅
れる危険があります。住宅用火災警報器は、煙や熱を早期
に感知し、警報音でいち早く知らせることで初期対応と避
難行動を助ける大切な装置です。適切に作動させるため、
定期的な点検と設置から１０年を目安とした
交換を行いましょう。
◎津山圏域管内令和７年調査結果
　設　置　率　８５．６％（全国８４．９％）
　条例適合率　６４．７％（全国６５．８％）
※条例適合率とは、設置義務対象部分すべてに設置されている割合

　出動原因で急病は毎年１位となっています。急病の中で
「呼吸器系」疾患が最も多く、その中で「高齢者」が最も
多く救急搬送されています。呼吸器疾患により救急搬送さ
れた高齢者のうち、約８割が入院に至っています。インフ
ルエンザなどの感染症を防ぐためにも、マスクの着用等に
よる予防対策が重要です。

　地震後の火災の多くは停電復旧時に起こる通電
火災が原因だと言われています。この通電火災を
防止するために有効なのは「○○ブレーカー」

❶漏電　❷感電　❸地震　❹感震　❺関心

官製はがきはクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号をご記入の上、下記
宛てに応募してください。二次元コードの通信料は応募者の負担になります。
ご提供いただいた個人情報は、抽選のみに使用します。正解され
た方には抽選で記念品を差し上げます。なお、発表は記念品の
発送をもってかえさせていただきます。
〒708-0822　津山市林田95
津山圏域消防組合 予防課 消防クイズ係宛

　中国地区消防救助技術指導会
を見事勝ち抜いた小原選手が、
兵庫県三木市で開催された全国
大会に出場し、全国各地の強豪
選手を相手に、優秀な成績を収
めました。（２０２５.８.３０）

ロープブリッジ渡過
　小原　勇二（柵原出張所）

　近年の傾向として住居閉じ込め等の事案が増加しています。
体調に不安がある時は携帯電話を近くに置いておくなどの
対応が望ましいです。次に多いのが交通事故です。事故の
原因としてはヒューマンエラーがほとんどです。お出かけの
際には時間に余裕を持ち行動するように心がけてください。

令和６年度における情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況
○情報公開制度の運用状況

　当組合では、災害時の情報収集や救助活動に活用するた
め、消防活動用ドローンを運用しています。現在３機を保
有し、「中央消防署」「東消防署」「西消防署」にそれぞ
れ配備しています。
　ドローンは上空約１５０ｍまで上昇でき、上空からの状
況把握や、人が立ち入れない場所での
安全な情報収集が可能です。
　運用は操縦者・指揮者・補助者の３
名１組で行い、現在２７名の操縦士
（うち女性１名）が従事しています。
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